


星空ガイド ８月１６日～９月１５日

※惑星は２０２２年９月１日の位置です。

よいの星空
８月１６日２２時頃

９月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
８月１６日 ４時頃

９月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

８ １６ 火 ５：１８ １８：４５ ２１：２７ ９：３１ １８.４

２１ 日 ５：２２ １８：３９ --：-- １４：３５ ２３.４

２６ 金 ５：２６ １８：３３ ３：５７ １８：１７ ２８.４

９ １ 木 ５：３０ １８：２５ １０：０２ ２１：０５ ４.８

６ 火 ５：３４ １８：１８ １５：３７ ０：０８ ９.８

１１ 日 ５：３７ １８：１１ １８：５７ ６：０５ １４.８

１５ 木 ５：４０ １８：０５ ２０：５５ １０：２３ １８.８

星空ガイド
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１９３０年代の家電って、どんなの？

嘉数 次人

１．きっかけは大阪中之島美術館
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２．大阪市電気局
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図１．大阪市電気局「市電の店」の電気ストーブ宣伝
ポスター。１９３５年頃。
図１．大阪市電気局「市電の店」の電気ストーブ宣伝
ポスター。１９３５年頃。
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図４（左）：扇風機の宣伝。「市電の店ニュース」第２４号（１９３３年）。
図５（右）：電気冷蔵庫の宣伝。「市電の店ニュース」第３２号（１９３４年）。
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表１：国産家電製品の発売開始年 （注１）表１：国産家電製品の発売開始年 （注１）
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表２：１９３７年７月の全国における家庭
用電気機器の普及台数 （注２）

表２：１９３７年７月の全国における家庭
用電気機器の普及台数 （注２）

図６：１９３３年８月の「市電の店ニュース」
第２６号にある松下電器のラジオの宣伝。
図６：１９３３年８月の「市電の店ニュース」
第２６号にある松下電器のラジオの宣伝。
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フィボナッチ数列とは、１，１，２，３，５，８，１３，２１，３４，５５，８９，１４４，２３３，

３７７，６１０，９８７，１５９７，２５８４，４１８１，６７６５，１０９４６…という数の並びです。

この数の並びにどんな法則があるかわかるでしょうか？よく見ると、１＋１＝２、１＋２＝３、

２＋３＝５、３＋５＝８、５＋８＝１３、８＋１３＝２１、１３＋２１＝３４…と、隣り合わせ

の２つの数を足し算した数が、次の数になっています。

イタリアの数学者レオナルド・フィボナッチが、ウサギのつがいがこのように増えてい

くと考えたことから、この数の並びはフィボナッチ数列と呼ばれています。

フィボナッチ数列を幾何学

的に表わすのに、図１のよう

に正方形を螺旋状に並べる

ことがあります。前の２つの数

の和が次の数になるのですか

ら、辺の長さだけに注目すれ

ば、一辺の長さがフィボナッチ

数列になっている正方形をこ

のように並べることができるこ

とがわかります。

今年２月～５月に開催した

企画展「色と形のふしぎ」では、松ぼっくりやサボテンが展示されていました。というの

も、松ぼっくりにはウロコのような鱗片（りんぺん）というものがらせん状に並んでいます

が、この並びがフィボナッチ数列と関係しているのです。時計回りに外へ広がるらせん

とみると、鱗片の並びは８列あります。ところが反時計回りに外へ広がるらせんとみる

と、鱗片の並びは１３列あるのです。
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数列 前の数との比

１ －

１ １

２ ２

３ １.５

５ １.６６６６６６６６６６６６６…

８ １.６

１３ １.６２５

２１ １.６１５３８４６１５３８４６…

３４ １.６１９０４７６１９０４７６…

５５ １.６１７６４７０５８８２３５…

８９ １.６１８１８１８１８１８１８…

１４４ １.６１７９７７５２８０８９８…

２３３ １.６１８０５５５５５５５５５…

… …

４６３６８ １.６１８０３３９８８２０５３…

７５０２５ １.６１８０３３９８８９５７９…

１２１３９３ １.６１８０３３９８８６７０４…

１９６４１８ １.６１８０３３９８８７８０２…
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このように、時計回りと反時計回りの鱗片

の並びの列の数が、フィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数になっているというのです。

偶然…と思うかもしれませんが、他の松ぼ

っくりもだいたいこの数なのです。また、隣に

展示していたサボテンでも同じようにトゲがら

せん状に並んでいて、図３の赤い糸の向きで

数えたトゲの列の数と青い糸の向きで数えた

トゲの列の数もフィボナッチ数列の隣り合わ

せの２つの数になっています。サボテンを回

転させた動画をツイッターに上げていますの

で、何列並んでいるか数えてみてください。

（ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ.ｃｏｍ／ｇａｋｕｇｅｉ_ｏｓｍ／

ｓｔａｔｕｓ／１４９９３３８２６４６６６６０７６１８）

では、そのフィボナッチ数列の隣り

合わせの２つの数にはどのような関

係があるのでしょうか。表１は、フィボ

ナッチ数列のある数が、ひとつ前の

数の何倍になっているかの比を求め

たものです。すると、この比はだんだ

ん１.６１８０３３９８８７４９８…に近づい

ていっています。この数は…そう、黄

金比なのです。

ですから、図１の正方形を並べた

図も、どんどん正方形を増やしていく

と、どんどん図形は大きくなっていき

ますが、その外側の形は黄金比の長

方形に近づいていきます。

松ぼっくりやサボテン以外にも、ひ

まわりの種の並びでも、フィボナッチ

数列の隣り合わせの２つの数になっ

ているものが多いのです。他にもこの

ような並びになっているものがない

か、探してみてはいかがでしょうか。
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気象の科学展～天気予報ができるまで～

現在、展示場の４階で、お天気の企画展を開

催中です☀今回の企画展は、今年、２０２２年７

月１日に設立１４０周年をむかえる大阪管区気象

台とのコラボレーション企画展です！普段は展示

していない科学館で保有している資料はもちろ

ん、昔の観測記録や作業の様子、現在も行って

いる天気図解析の資料等、今回の企画展ならで

はの実物資料が盛りだくさん！さらに、実際に水を

循環させて内部の動きを見ることのできる雨量計

も、気象台さんからお借りして展示しています。ぜ

ひこの機会に、転倒ます型雨量計の“ししおどし”

のしくみ、シーソーのような動きをご覧ください。

まず、展示「ミニ露場」で実際の観測の様子を

イメージしていただき、様々な気象測器が並ぶ

「観測」コーナーへ。そして、天気予報は様々な

気象観測をもとに将来を予測します。「予報」コー

ナーでは、天気予報ができるまでの流れをご紹介

しています。「天気の原理」コーナーでは、夏休み

の自由研究ネタにもなりそうな天気の原理をご紹介。実は、天気には科学がいっぱい

です！そして、今年１４０周年をむかえる「大阪管区気象台」コーナー。ここでは、大

阪管区気象台の歴史や仕事についてご紹介しています。

いつも何気なく見ている天気予報。現在では、観測から予報までかなりの部分が

自動化されていますが、それでもやっぱり、人の手作業や判断は欠かせません。そし

て昔はもっと…。今回の企画展では、昔の観測方法なども含め、お天気や天気予報

を身近に、楽しく、より深く、様々な面からお楽しみいただければと思っています。そし

て、天気予報の結果だけではなく、「こんなふうに観測されてたのか」とか「天気って

面白いな」とか、少しでもお天気に興味をもっていただけるきっかけになれば嬉しいです。

西岡 里織（科学館学芸員）

「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう

転倒ます型雨量計のしくみがわか
ります！
転倒ます型雨量計のしくみがわか
ります！

入口では「はれるん」（気象庁マス
コットキャラクター）がおでむかえ♪
入口では「はれるん」（気象庁マス
コットキャラクター）がおでむかえ♪
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気象台の古い観測記録

図１ 地上気象観測原簿図１ 地上気象観測原簿

展示場４階で開催中の「気象の科学展」、残り１ヶ月ほどになりました。今回の企

画展では、気象台の書庫に保管されていた、大変貴重な資料も展示しています。こ

こではその中から、２つの資料について紹介いたします。

地上気象観測原簿

図１は、「気象原簿」と呼ばれるものです。

当時の観測記録をまとめた、最も基礎となる

資料になります。

今からちょうど１４０年前の明治１５年

（１８８２年）７月１日、大阪管区気象台の前

身である大阪測候所が設置され、翌年の１

月１日から正式に観測が開始されました。

今回展示している資料は、明治２１年

（１８８８年）～明治２３年（１８９０年）に かけ

て、大阪測候所（大阪府立大阪一等測候

所）にて観測された観測記録の原簿です。

気象原簿を見ると、その記録部分のタイトルは英語になっています。明治初期、お

雇い外国人の方々から、西洋の技術を導入したことが伺えます。

この原簿には、毎日の気圧・風向風速・温度・湿度・雨量のほか、雲量・天候など

が４時間ごとに記載されています。これらの観測項目は現在でも同じです。長期間の

観測の積み重ねが、天気予報のための大切な基礎データとなっているのです。

天気予報ではよく、「統計を取り始めて以来の～」などという言い方をします。しかし

考えてみれば、「奈良時代以来の最高気温」とか、「桶狭間の戦いの際に匹敵する

雨量」などと言ったりはしません。それはひとえに、比較できる方法で記録した観測記

録がないからです。現在と同じ方法で観測した記録が残っているのは、明治になって

からのことです。

地球科学においては、長期に亘って同じ観測を続けるということは、非常に大切な

ことです。しかし同じ測定を毎日繰り返すことの重要性はなかなか理解されにくいこと

でもあります。でも例えば、私たちの地球が温暖化しているのかどうか、これは長期間

の気温の測定結果をもとに、科学的に判断する必要があります。それはこうした地道

な観測記録によって支えられているのです。

企画展「気象の科学展」
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図２ レーダー観測スケッチシート図２ レーダー観測スケッチシート

レーダー観測スケッチシート

気象レーダーは、パラボラアンテナから電波を発射し、雨などによって反射された

電波を受信することにより、雨雲の位置を知る装置です。これから雨が降るかどう

か、スマホの雨雲レーダーのアプリを使えば、細かく知ることができます。今や、気象

レーダーの情報は、私たちの生活に欠かせません。

日本初の現業用気象レーダーは、１９５４年（昭和２９年）、大阪生野にあった大阪

管区気象台に設置されました。つまり大阪は、気象レーダーの実用機第１号が設置

された場所なのです。遠くから雨雲の位置を知ることができるレーダーの導入により、

天気予報は格段に進歩することになりました。

この最初のレーダーは平地に設置されたことから、観測範囲に制約がありました。

そこで１９６８年（昭和４３年）、生駒山系の南端にあたる、八尾市の高安山に第２号

機が設置されました。

図２は１９８２年（昭和５７年）８月９日の大

阪レーダーの観測記録です。かつて気象

レーダーの観測結果は、観測装置のブラウ

ン管の画面に、このような透明のスケッチ

シートをのせて写し取ることで記録していまし

た。観測は定時観測の場合３時間ごとに１

日８回行われ、作成したスケッチ図は、ファ

ックスを使って送信していました。

このスケッチ図にはいろいろな記号がメモ

されています。今や、気象台の職員の方でも、この意味が分からなくなってきていま

す。今回、ベテランの職員の方や、ＯＢの方からの情報で、シートに書かれた意味が

・青、黄、赤で示した領域はエコー域であり、色はエコーの強さを示している

・アルファベットでエコー強度、数字はアンテナ仰角と雲頂高度を示している

などということを教えていただきました。

この後、気象レーダーは１９８５年（昭和６０年）にデジタル化装置が付加されまし

た。この結果、レーダー観測はコンピュータ処理が可能となり、さらに迅速に観測デー

タの解析がされるようになったのです。

今回の企画展で展示している資料からは、現在の天気予報にたどり着くまでに、長

い年月の積み重ねがあったことを知ることができます。ぜひ、会場にお運びいただき、

普段何気なく見ている天気予報の背後にある、さまざまな科学や観測技術、そして

天気予報を支える人たちに関心をもっていただければ幸いです。

江越 航（科学館学芸員）

Ｗ．ＥＧＯＳＨＩ
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ＮＥＣ ＰＣ-６００１

科学館の

コレクション 資料登録番号

１９９９‐４７
１１４

パーソナルコンピュータ、いわゆるパ

ソコンは１９７０年代後半から続々と各

メーカーから発売されました。当時８ビッ

ト・マイクロプロセッサ（※１）を搭載したパソ

コンが数多く発売され、中でもＮＥＣの

「ＰＣ-８００１」、シャープの「ＭＺ-８０Ｋ」、

富士通の「ＦＭ-８」が人気を博し、のち

に「８ビット御三家」と呼ばれるようになり

ました。（※２）

このＮＥＣ ＰＣ-６００１も、８ビット・マイ

クロプロセッサを搭載したパソコンで、ＮＥ

Ｃから１９８１年に発売されました。ＰＣ-

８００１が実務用（ビジネス向け）に作ら

れた製品であるのに対し、こちらは家庭

用のホビーマシンとして販売され、価格

も約９万円と当時のパソコンとしては安

価な機種でした。パピコンの愛称で親しまれ、おもにゲームや教育目的で活用されま

した。

しかしこのホビーマシンの時代は、それほど長く続きませんでした。１９８３年には任

天堂から「ファミリーコンピュータ」が発売され、空前のファミコンブームが始まり、また

８０年代後半には１６ビットパソコンが普及し、ファミコンでは物足りない人たちが、より

深いストーリーや美しいＣＧを実現するハイスペックのパソコンでゲームをするようにな

っていきました。こうして、ファミコンブームとパソコンゲームの二極化が進み、結局安

価な８ビットのホビーマシンは、徐々に姿を消していくことになったのです。

当館で所蔵しているＰＣ-６００１ですが、実は５年ほど前に動かしたことがあります。

その時は展示場でＢＡＳＩＣプログラムを走らせる実演会を行いました。今でも動くと思

いますので（きっと…）、コロナが落ち着いたら、また実演したいと思います。

（※１）現在のパソコンの主流は、６４ビットパソコンです。

（※２）展示場１階「いろいろなパソコン」では、当館で所蔵する歴代のパソコンを展示し

ています。ＰＣ-８００１も展示していますので、合わせてご覧ください。

西野 藍子（科学館学芸員）

発売年 １９８１年
メーカー ＮＥＣ
ＣＰＵ μＰＤ７８０Ｃ-１

（４ＭＨｚ：Ｚ８０Ａ互換）
メモリ １６ＫＢ（最大３２ＫＢ）
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写真１. ＮＥＣ ＰＣ-６００１
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大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています


